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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光の透過状態と反射状態とを画素毎に切り替え可能な透過層を前面側に備え、前記透過
層を透過した光を背面側で吸収させることで表示を行う反射型表示装置であって、
　前記透過層を透過した光を吸収し、その吸収状態を変化可能な吸収手段と、
　操作可能なスイッチとして自装置の筐体に形成され、前記表示における前記反射状態の
領域の発色状態を選択させる選択手段とを備え、
　前記吸収手段は、前記透過層を透過した光に含まれる非青色波長領域の光を吸収する光
吸収板と、前記透過層を透過して前記光吸収板に入射する入射光量を変化させる入射光量
変化手段とを備え、
　前記入射光量変化手段は、前記選択手段で選択された発色状態に基づいて、前記透過層
を透過して前記光吸収板に入射する入射光量を変化させることにより、前記光吸収板から
前記透過層に反射する青色波長領域の光量を調整することを特徴とする反射型表示装置。
【請求項２】
　前記入射光量変化手段は、前記光吸収板と前記透過層との間に配された光シャッタを備
え、
　前記光シャッタは、所定電圧が印可されると前記透過層を透過して前記光吸収板に入射
する光を遮断する液晶層及び、その液晶層を挟み込むように配され、当該液晶層全体に前
記所定電圧を印加可能な一対の透明電極を含む液晶パネルと、その液晶パネルを挟み込む
ように配され、偏光方向が互いに直交する方向又は互いに平行な方向に向けられた一対の
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偏光板とを備えることを特徴とする請求項１に記載の反射型表示装置。
【請求項３】
　前記液晶層は、ツイストネマティック液晶が封入された層であることを特徴とする請求
項２に記載の反射型表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、前面側への入射光を反射することで表示を行う反射型表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の反射型表示装置としては、光を透過するフォーカルコニック状態と光を
反射するプレーナ状態とを画素毎に切り替え可能なコレステリック液晶パネルが前面側に
配され、そのコレステリック液晶パネルを透過した光を吸収する黒い光吸収板が背面側に
配されたものが知られている。そして、このような反射型表示装置にあっては、光を透過
する画素（透明な画素）に黒色が表示され、光を反射する画素に反射光の色（白濁色）が
表示される。その結果、文字や映像等の画像が前面側に表示させるようになっている。
【０００３】
　また、一般に、人間の目は青みがかった色を白っぽく感じる傾向がある。そのため、例
えば、全波長域の光を吸収する黒い光吸収板に代え、非青色波長領域の光のみを吸収する
光吸収板（即ち、青色の光を反射する光吸収板）が配された反射型表示装置もある。そし
て、この反射型表示装置にあっては、光を透過する画素（透明な画素）に青色が表示され
、光を反射する画素に当該画素による反射光の色（白濁色）と前記光吸収板による反射光
の色（青色）との混合色を表示させるようになっている（例えば、非特許文献１参照）。
【非特許文献１】日経ＢＰ社ＦＬＡＴ－ＰＡＮＥＬ　ＤＩＳＰＬＡＹ　２００４　戦略編
、Ｐ２０２－Ｐ２０９
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記従来の技術のうち前者のものにあっては、コレステリック液晶パネ
ルを透過した光を黒い光吸収板に吸収させるようにしたため、例えば、明色の背景部（例
えば白地の背景部）に濃色の文字等の画像を表示させる場合、画像を表示させる画素に黒
色が表示され、背景部を表示させる画素に白濁色が表示されることから、画像をコントラ
スト高く表示できるものの、例えば、青色の光を反射する光吸収板を用いる場合に比べ、
背景部を表示させる画素が黒っぽく感じられてしまうというという問題があった。
【０００５】
　また、上記従来の技術のうち後者のものにあっては、コレステリック液晶パネルを透過
した光に含まれる青色の光を光吸収板に反射させるようにしたため、背景部を表示させる
画素に青みがかった白濁色が表示され、背景部を表示させる画素を白っぽく感じさせるこ
とができるものの、画像を表示させる画素（最暗部）の明度が、前記反射板による青色の
反射光で高くなってしまい、例えば、黒い光吸収板を用いる場合に比べ、画像の最明部と
最暗部との明度の比、つまり、コントラストが低下してしまうという問題があった。
【０００６】
　本発明は、上記従来技術の未解決の問題点を解決することを目的とするものであって、
光の透過状態を画素毎に切り替え可能な透過層を前面側に備え、その透過層を透過した光
を背面側で吸収させることで表示を行う反射型表示装置において、前記表示の発色状態を
調整可能とすることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、第１の発明である反射型表示装置は、光の透過状態と反射
状態とを画素毎に切り替え可能な透過層を前面側に備え、前記透過層を透過した光を背面
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側で吸収させることで表示を行う反射型表示装置であって、前記透過層を透過した光を吸
収し、その吸収状態を変化可能な吸収手段と、操作可能なスイッチとして自装置の筐体に
形成され、前記表示における前記反射状態の領域の発色状態を選択させる選択手段とを備
え、前記吸収手段は、前記透過層を透過した光に含まれる非青色波長領域の光を吸収する
光吸収板と、前記透過層を透過して前記光吸収板に入射する入射光量を変化させる入射光
量変化手段とを備え、前記入射光量変化手段は、前記選択手段で選択された発色状態に基
づいて、前記透過層を透過して前記光吸収板に入射する入射光量を変化させることにより
、前記光吸収板から前記透過層に反射する青色波長領域の光量を調整することを特徴とす
る。なお、透過層としては、コレステリック液晶パネルやカイラルネマティック液晶パネ
ル等を挙げることができる。
【０００８】
　また、第２の発明である反射型表示装置にあっては、前記吸収手段は、前記透過層を透
過した光に含まれる特定波長の光を吸収する光吸収板と、前記透過層を透過して前記光吸
収板に入射する入射光量を変化させる入射光量変化手段とを備えることを特徴とする。
　さらに、第３の発明である反射型表示装置にあっては、前記光吸収板は、前記透過層を
透過した光に含まれる非青色波長領域の光を吸収することを特徴とする。なお、非青色波
長領域としては、例えば、５００nm以上の波長域の可視光線等を挙げることができる。
【０００９】
　これら第１から第３の発明によれば、例えば、光吸収板に入射する入射光量を小さくす
ることで、光吸収板による透過層への反射光量を小さくすることができ、透過層の透明な
画素を通して、光吸収板による反射光が透視されることを妨げることができる。そのため
、例えば、明色の背景部（例えば白地）に濃色の文字等の画像を表示させる場合、画像を
表示させる画素のみを透明とすることで、画像を表示させる画素に黒色を表示させ、背景
部を表示させる画素に当該画素による反射光の色（白濁色）を表示させることができる。
その結果、文字や映像等の画像をコントラストが高い発色状態とすることができる。
【００１０】
　また、光吸収板に入射する入射光量を大きくすることで、光吸収板による透過層への反
射光量を大きくすることができ、透過層の透明な画素を通して、光吸収板による反射光が
透視されるようにすることができる。そのため、例えば、明色の背景部（例えば白地）に
濃色の文字等の画像を表示させる場合、画像を表示させる画素が透明とされ、光吸収板で
非青色領域の光が吸収させることで、画像を表示させる画素に青色を表示させ、背景部を
表示させる画素に当該画素による反射光の色（白濁色）と光吸収板による反射光の色（青
色）との混合色を表示させることができる。その結果、文字や映像等の画像の背景が白っ
ぽく見える発色状態、つまり、白色部分が紙に近い発色状態とすることができる。
【００１１】
　また、第４の発明である反射型表示装置にあっては、前記表示の発色状態を選択させる
選択手段を備え、前記入射光量変化手段は、前記選択手段で選択された発色状態に基づい
て、前記透過層を透過して前記光吸収板に入射する入射光量を変化させる。なお、選択手
段としては、それぞれが実現可能な発色状態に対応づけられ、押し込み操作させることで
、利用者に当該発色状態を選択させる複数のスイッチ等を挙げることができる。
【００１２】
　この第４の発明によれば、利用者に所望の発色状態を選択させることで、利用者の好み
の発色状態で、文字や映像等の画像を透過層の前面に表示させることができる。
　さらに、第５の発明である反射型表示装置にあっては、前記入射光量変化手段は、前記
光吸収板と前記透過層との間に配された光シャッタを備え、前記光シャッタは、所定電圧
が印可されると前記透過層を透過して前記光吸収板に入射する光を遮断する液晶層及び、
その液晶層を挟み込むように配され、当該液晶層全体に前記所定電圧を印加可能な一対の
透明電極を含む液晶パネルと、その液晶パネルを挟み込むように配され、偏光方向が互い
に直交する方向又は互いに平行な方向に向けられた一対の偏光板とを備えることを特徴と
する。なお、透明電極としては、ITO (Indium-Tin-Oxide)等、電気が流れやすく、可視光
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（目に見える光）を通すことのできる物質を用いた電極を挙げることができる。
【００１３】
　また、第６の発明である反射型表示装置にあっては、前記液晶層は、ツイストネマティ
ック液晶が封入された層であることを特徴とする。
　これら第５及び第６の発明によれば、液晶層全体に所定電圧を印可することで、その印
可された所定電圧による電界方向に液晶層内の液晶を整列させることができる。そのため
、例えば、互いに偏光方向が直交する方向に一対の偏光板が配されている場合には、透明
電極に通電することで、透過層を通る光を偏光板に遮断させることができる。また、透明
電極への通電を停止することで、透過層を通る光を光吸収板に入射させることもできる。
【００１４】
　さらに、第７の発明である反射型表示装置にあっては、前記透明電極に電力を供給する
電力供給手段を備え、前記電力供給手段は、前記表示が開始された後、所定時間が経過し
たときに、前記透明電極への電力の供給を停止することを特徴とする。
　この第７の発明によれば、例えば、表示の閲覧に十分な時間が経過したときに、透明電
極への所定電圧の印加を停止することができ、前記表示を閲覧し終えて、反射型表示装置
を放置されたときに、無駄に電力が消費されてしまうことを防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の反射型表示装置の実施形態として、所定のページに区切られた複数のコ
ンテンツを閲覧するための電子ブックリーダに適用した例を図面に基づいて説明する。
　この電子ブックリーダ１は、明色の背景部に濃色の文字等の画像を含むコンテンツを表
示させるものであって、前面側に配されて、コンテンツの画像データ（コンテンツに含ま
れる文字や映像等の画像を表示するためのデータ）を表示させる画素（以下、「画像デー
タ対応画素」とも呼ぶ。）を透明とし、背景部を表示させる画素に入射光を反射させるコ
レステリック液晶パネルと、背面側に配されて、コレステリック液晶パネルを透過した光
に含まれる長波長光を吸収する（即ち、青色の光を反射する）光吸収板と、コレステリッ
ク液晶パネルと光吸収板との間に配された光シャッタとを備えるコンテンツ表示部を含む
ものである。そして、電子ブックリーダは、コレステリック液晶パネルを透過して光吸収
板に入射する光量を光シャッタで変化させ、光吸収板によるコレステリック液晶パネルへ
の反射光量を変化させることで、コンテンツの発色状態を変更可能としたものである。
【００１６】
＜電子ブックリーダの構成＞
　図１は、本実施形態の電子ブックリーダの概略構成図である。また、図２は、本実施形
態の内部構成を示すブロック図である。この図２に示すように、電子ブックリーダ１は、
ページ送りスイッチ２、画像データ生成部３、画像データ入力Ｉ／Ｆ４、コレステリック
ＬＣＤ(Liquid Crystal Display)コントローラ５、青みＵＰスイッチ６、青みＤＯＷＮス
イッチ７、システムコントローラ８及びコンテンツ表示部９を含んで構成される。
【００１７】
　ページ送りスイッチ２は、図１に示すように、前面側の平面視右下部に配され、利用者
が押し込み操作可能な丸いボタン状に形成されている。そして、ページ送りスイッチ２は
、押し込み操作されると、それまでコンテンツ表示部９に表示されていたコンテンツの次
ページのコンテンツをコンテンツ表示部９に切換表示させる指令（以下、「ページ送り指
令」とも呼ぶ。）を画像データ生成部３とシステムコントローラ８とに出力する。
【００１８】
　また、画像データ生成部３は、ページ送りスイッチ２からページ送り指令が出力される
と、次ページのコンテンツの画像データ（ラスタデータ）を生成する。そして、画像デー
タ生成部３は、その生成された画像データを画像データ入力Ｉ／Ｆ４に出力する。
　さらに、画像データ入力Ｉ／Ｆ４は、画像データ生成部３から画像データが出力される
と、その出力された画像データをコレステリックＬＣＤコントローラ５に入力する。
【００１９】
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　また、コレステリックＬＣＤコントローラ５は、画像データ入力Ｉ／Ｆ４から画像デー
タが入力されると、その画像データに対応するコンテンツがコンテンツ表示部９に表示さ
れるように、コンテンツ表示部９の行ドライバ１８（後述）を駆動させる指令（以下、「
行ドライバ駆動指令」とも呼ぶ。）と、列ドライバ１９（後述）を駆動させる指令（以下
、「列ドライバ駆動指令」とも呼ぶ。）とを生成する。そして、コレステリックＬＣＤコ
ントローラ５は、それら行ドライバ駆動指令と列ドライバ駆動指令とをそれぞれコンテン
ツ表示部９の行ドライバ１８（後述）と列ドライバ１９（後述）とに出力する。
【００２０】
　さらに、青みＵＰスイッチ６及び青みＤＯＷＮスイッチ７それぞれは、図１に示すよう
に、前面側の平面視右中央部に配され、利用者が押し込み操作可能な上向き三角形及び下
向き三角形のボタン状に形成されている。そして、青みＵＰスイッチ６は、押し込み操作
されると、コンテンツ表示部９に表示されているコンテンツの青みを増加させる指令（以
下、「青みＵＰ指令」とも呼ぶ。）をシステムコントローラ８に出力する。また、青みＤ
ＯＷＮスイッチ７は、押し込み操作されると、前記コンテンツの青みを低下させる指令（
以下、「青みＤＯＷＮ指令」とも呼ぶ。）をシステムコントローラ８に出力する。
【００２１】
　また、システムコントローラ８は、ページ送りスイッチ２からページ送り指令が出力さ
れると光シャッタ開閉処理（後述）を実行する。そして、システムコントローラ８は、光
シャッタ開閉処理（後述）によって、青みＵＰスイッチ６から出力される青みＵＰ指令と
青みＤＯＷＮスイッチ７から出力される青みＤＯＷＮ指令とに基づいて、コンテンツ表示
部９のコレステリック液晶パネル１０（後述）を透過して光吸収板１２（後述）に入射す
る光量を制御させる指令を生成し、その生成された指令をコンテンツ表示部９のＴＮ液晶
パネルドライバ２８（後述）に出力する。なお、前記光吸収板１２（後述）に入射する光
量を制御させる指令としては、例えば、前記光量が最大となるように光シャッタ１１（後
述）を開放状態とさせる電圧の印加停止指令（以下、「電圧印加停止指令」とも呼ぶ。）
や、前記光量が「０」となるように、光シャッタ１１（後述）を遮断状態とさせる電圧印
加の開始指令（以下、「電圧印加開始指令」とも呼ぶ。）等を挙げることができる。
【００２２】
　さらに、コンテンツ表示部９は、図３の側面断面図に示すように、コレステリック液晶
パネル１０、光シャッタ１１及び光吸収板１２を含んで構成される。コレステリック液晶
パネル１０は、前面側の平面視中央部に配されている。そして、コレステリック液晶パネ
ル１０は、コレステリック液晶が封入されたコレステリック液晶層１３と、そのコレステ
リック液晶層１３の上下面を挟む複数の透明電極（行電極１４、列電極１５）と、その行
電極１４の上面及び列電極１５の下面から、コレステリック液晶層１３内のコレステリッ
ク液晶を挟んで封入するガラス板１６、１７を含んで構成される。また、行電極１４は、
平面視縦方向に沿って互いに平行に配され、列電極１５は、平面視横方向に沿って互いに
平行に配され、それら行電極１４と列電極１５との交差点それぞれに画素が形成される。
【００２３】
　また、コレステリック液晶パネル１０は、図２に示すように、コレステリック液晶層１
３の平面視左側に配された行ドライバ１８と、平面視上側に配された列ドライバ１９とを
備える。そして、行ドライバ１８及び列ドライバ１９は、それぞれコレステリックＬＣＤ
コントローラ５から出力される行ドライバ駆動指令及び列ドライバ駆動指令に従って、任
意の画素に所定電圧を印可し、その印加された所定電圧でコレステリック液晶パネル１０
の画像データ対応画素を透明（フォーカルコニック状態）とし、その他の画素、つまり、
背景部を表示させる画素に当該画素による反射光の色を表示させる（プレーナ状態）。
【００２４】
　また、光シャッタ１１は、図３に示すように、コレステリック液晶パネル１０の背面側
に配されている。そして、光シャッタ１１は、ツイストネマティック（ＴＮ:Twisted Nem
atic）液晶が封入されたＴＮ液晶層２０と、そのＴＮ液晶層２０の上下面を挟む一対の透
明電極（上電極２１、下電極２２）と、その上電極２１の上面及び下電極２２の下面から
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、ＴＮ液晶層２０内のＴＮ液晶を挟んで封入するガラス板２３、２４とを含むＴＮ液晶パ
ネル２５を備える。また、光シャッタ１１は、そのＴＮ液晶パネル２５の上下面を挟み込
むように配され、偏光方向が互いに直交する方向（平面視で９０度ずれた方向）に向けら
れた一対の黒色の偏光板２６、２７も備えている。
【００２５】
　また、光シャッタ１１は、図２に示すように、ＴＮ液晶層２０の左下側に配されたＴＮ
液晶パネルドライバ２８を備える。そして、ＴＮ液晶パネルドライバ２８は、システムコ
ントローラ８から電圧印加指令が出力されると、ＴＮ液晶パネル２５に液晶整列電圧を印
可し、その印加でＴＮ液晶パネル２５内のＴＮ液晶を電界の方向に整列させる。また、シ
ステムコントローラ８から電圧印加停止指令が出力されると、ＴＮ液晶パネル２５に印可
されている電圧を停止し、ＴＮ液晶パネル２５内のＴＮ液晶をねじれ状態とさせる。
【００２６】
　さらに、光吸収板１２は、光シャッタ１１の背面側に配されている。そして、光吸収板
１２は、コレステリック液晶パネル１０と光シャッタ１１とを透過して入射する光に含ま
れる長波長の光を吸収する（青色の光を反射する）塗装（青色の塗装）がされている。
【００２７】
＜システムコントローラの動作＞
　次に、システムコントローラ８で実行される光シャッタ開閉処理を、図４のフローチャ
ートに従って説明する。この光シャッタ開閉処理は、ページ送りスイッチ２からページ送
り指令が出力されると実行される処理であって、まずそのステップＳ１で、この演算処理
が前回実行されたときにＴＮ液晶層２０に電圧が印可されていたか否かを示す情報（以下
、「前回電圧情報」とも呼ぶ。）を記憶装置（不図示）から読み出す。なお、この演算処
理が初めて実行されるときのように、前回電圧情報が記憶装置（不図示）に格納されてい
ない場合には、前回電圧情報として、この演算処理が前回実行されたときに電圧が印加さ
れていたことを示す情報が読み出されたものとし、以後のステップを実行する。
【００２８】
　次にステップＳ２に移行して、前記ステップＳ１で読み出された前回電圧情報を参照し
、その前回電圧情報が、この演算処理が前回実行されたときにＴＮ液晶層２０に電圧が印
可されていたことを示す情報であるか否かを判定し、電圧が印加されていたことを示す情
報である場合には、電圧印加開始指令をＴＮ液晶パネルドライバ２８に出力する。
　前記ステップＳ３では、青みＵＰスイッチ６から青みＵＰ指令が出力されたか否かを判
定する。そして、青みＵＰ指令が出力された場合には（Ｙｅｓ）ステップＳ４に移行し、
出力されていない場合には（Ｎｏ）ステップＳ５に移行する。
【００２９】
　前記ステップＳ４では、電圧印加停止指令をＴＮ液晶パネルドライバ２８に出力してか
ら、ステップＳ７に移行する。
　一方、前記ステップＳ５では、青みＤＯＷＮスイッチ７から青みＤＯＷＮ指令が出力さ
れたか否かを判定する。そして、青みＤＯＷＮ指令が出力された場合には（Ｙｅｓ）ステ
ップＳ６に移行し、出力されていない場合には（Ｎｏ）前記ステップＳ７に移行する。
【００３０】
　前記ステップＳ６では、電圧印加開始指令をＴＮ液晶ドライバ２８に出力してから、前
記ステップＳ７に移行する。
　前記ステップＳ７では、この演算処理が開始されてから一定時間（例えば、１０分）が
経過したか否かを判定する。一定時間が経過した場合には（Ｙｅｓ）ステップＳ８に移行
し、一定時間が経過していない場合には（Ｎｏ）前記ステップＳ３に移行する。
【００３１】
　前記ステップＳ８では、ＴＮ液晶層２０に電圧が印可されているか否かを示す情報を、
前回電圧情報として記憶装置（不図示）に格納する。
　次にステップＳ９に移行して、電圧印加停止指令をＴＮ液晶ドライバ２８に出力してか
ら、この演算処理を終了する。
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【００３２】
＜電子ブックリーダの具体的動作＞
　次に、本実施形態の電子ブックリーダ１の動作を具体的状況に基づいて説明する。
　まず、電子ブックリーダ１に次ページのコンテンツを切換表示させようと、利用者がペ
ージ送りスイッチ２を押し込み操作したとする。すると、ページ送りスイッチ２によって
、ページ送り指令が画像データ生成部３とシステムコントローラ８とに出力される。また
、画像データ生成部３によって、次ページのコンテンツの画像データが生成され、その生
成された画像データが画像データ入力Ｉ／Ｆ４に出力される。そして、画像データ入力Ｉ
／Ｆ４によって、その画像データがコレステリックＬＣＤコントローラ５に入力される。
【００３３】
　また、コレステリックＬＣＤコントローラ５によって、その画像データに基づいて行ド
ライバ駆動指令と列ドライバ駆動指令とが生成され、その行ドライバ駆動指令と列ドライ
バ駆動指令とが行ドライバ１８と列ドライバ１９とに出力される。そして、行ドライバ１
８と列ドライバ１９とによって、その行ドライバ駆動指令と列ドライバ駆動指令とに従っ
て、コレステリック液晶パネル１０の任意の画素に所定電圧が印可され、図５の画素ａに
示すように、画像データ対応画素が透明とされ、画素ｂに示すように、背景部を表示させ
る画素に当該画素による反射光の色（白濁色）が表示される。
【００３４】
　また同時に、システムコントローラ８によって、光シャッタ開閉処理が実行され、図４
に示すように、まずそのステップＳ１で、記憶装置（不図示）から前回電圧情報が読み出
される。また、この演算処理が前回実行されたときに、ＴＮ液晶層２０に液晶整列電圧が
印可されていたとすると、ステップＳ２で、その前回電圧情報が参照され、電圧印加開始
指令がＴＮ液晶パネルドライバ２８に出力される。そして、ＴＮ液晶パネルドライバ２８
によって、ＴＮ液晶パネル２５に液晶整列電圧が印可され、ＴＮ液晶パネル２５内のＴＮ
液晶が電界方向に整列され、ＴＮ液晶パネル２５を通る光が偏光板２６、２７の上面で吸
収されて遮断される。そのため、図５に示すように、光吸収板１２によるコレステリック
液晶パネル１０への反射光量が「０」となり、画素ａに示すように、コレステリック液晶
パネル１０の透明な画素を通して、光吸収板１２による反射光が透視されなくなる。それ
ゆえ、その透明な画素に黒色が表示され、画素ｂに示すように、背景部を表示させる画素
に白濁色が表示され、その結果、文字や映像等の画像がくっきりと見やすい発色状態（コ
ントラストの高い発色状態）とされたコンテンツがコンテンツ表示部９に表示される。
【００３５】
　また、前記ステップＳ３及びＳ５の判定が「Ｎｏ」となり、さらに、演算処理の開始直
後であると、ステップＳ７の判定が「Ｎｏ」となり、上記フローが繰り返し実行される。
　上記フローが繰り返し実行され、利用者がコンテンツ表示部９に表示されているコンテ
ンツを閲覧しているうちに、コンテンツの背景部分をより白く見たいという要求が生じ、
利用者が青みＵＰスイッチ６を押し込み操作したとする。すると、青みＵＰスイッチ６に
よって、青みＵＰ指令がシステムコントローラ８に出力される。そして、ステップＳ３の
判定が「Ｙｅｓ」となり、ステップＳ４で、電圧印加停止指令がＴＮ液晶パネルドライバ
２８に出力される。そして、ＴＮ液晶パネルドライバ２８によって、ＴＮ液晶パネル２５
に印可されている電圧が停止され、ＴＮ液晶パネル２５内のＴＮ液晶がねじれ状態とされ
、コレステリック液晶パネル１０を透過した光が光吸収板１２に入射される。そのため、
図６に示すように、その入射した光に含まれる青い光が光吸収板１２によってコレステリ
ック液晶パネル１０に反射され、画素ａに示すように、コレステリック液晶パネル１０の
透明な域を通して、青色の反射光が透視される。それゆえ、その透明な画素に青色が表示
され、画素ｂに示すように、背景部を表示させる画素に白濁色と反射光の色（青色）との
混合色が表示され、その結果、文字や映像等の画像の背景がより白く見える発色状態（白
色部分が紙に近い発色状態）とされたコンテンツがコンテンツ表示部９に表示される。
【００３６】
　また、前記ステップＳ３及びＳ５の判定が「Ｎｏ」となり、さらに、ステップＳ７の判
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定が「Ｎｏ」となり、前記ステップＳ３から、上記フローが繰り返し実行される。
　上記フローが繰り返し実行されるうちに、利用者がコンテンツを閲覧し終えて、コンテ
ンツ表示部９を放置していたときに、この演算処理が開始されてから１０分経過したとす
る。すると、ステップＳ７の判定が「Ｙｅｓ」となり、ステップＳ８で、新たな前回電圧
情報が記憶装置（不図示）に格納され、ステップＳ９で、電圧印加停止指令がＴＮ液晶パ
ネルドライバ２８に出力される。そして、ＴＮ液晶パネルドライバ２８によって、ＴＮ液
晶層２０への電圧の印可が停止されてから、この演算処理が終了される。
【００３７】
　このように、本実施形態の電子ブックリーダ１にあっては、画像データを表示させる画
素、つまり、画像データ対応画素が透明とされ、その他の画素、つまり、背景部を表示さ
せる画素が白濁色とされた後、１０分が経過したときに、ＴＮ液晶層２０への電圧の印加
を停止するようにした。そのため、コンテンツを閲覧し終えて、電子ブックリーダ１を放
置されたときに、無駄に電力が消費されてしまうことを防止することができる。
【００３８】
　また、青みＵＰスイッチ６や青みＤＯＷＮスイッチ７で選択された発色状態に基づいて
、コレステリック液晶パネル１０を透過して光吸収板１２に入射する入射光量を変化させ
、光吸収板１２による反射光量を変化させるようにした。そのため、例えば、利用者に青
みＵＰスイッチ６や青みＤＯＷＮスイッチ７を押し込み操作させることで、利用者の好み
の発色状態で、コンテンツをコンテンツ表示部９の前面に表示させることができる。
【００３９】
　ちなみに、サイドライトでコンテンツ表示部９の前面側を照らすことで、文字等の画像
の背景がより白く見える発色状態とする従来の方法にあっては、光吸収板１２による反射
光量を制御することで当該発色状態とする方法に比べ、消費電力が大きくなってしまう。
　以上、上記実施形態では、図３のコレステリック液晶パネル１０が特許請求の範囲の透
過層を構成し、以下同様に、図２のシステムコントローラ８、ＴＮ液晶パネルドライバ２
８、図３の光シャッタ１１、光吸収板１２、ＴＮ液晶層２０、上電極２１、下電極２２、
図４のステップＳ３～Ｓ６が吸収手段を構成し、図２のシステムコントローラ８、ＴＮ液
晶パネルドライバ２８、図３の光シャッタ１１、ＴＮ液晶層２０、上電極２１、下電極２
２、図４のステップＳ３～Ｓ６が入射光量変化手段を構成し、図１、図２の青みＵＰスイ
ッチ６、青みＤＯＷＮスイッチ７が選択手段を構成し、図２のシステムコントローラ８、
ＴＮ液晶パネルドライバ２８、図４のステップＳ７及びＳ９が電力供給手段を構成する。
【００４０】
　なお、本発明の反射型表示装置は、上記実施の形態の内容に限定されるものではなく、
本発明の趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更可能である。
　なお、ＴＮ液晶パネル２５に液晶整列電圧を印加することで、光吸収板１２に入射する
光を遮断する例を示したが、これに限られるものではない。例えば、ＴＮ液晶パネル２５
に任意の電圧を印加できるように構成し、液晶整列電圧より低い電圧を印可することで、
光吸収板１２に光をわずかに入射させ、反射パネル１２に青色の光をわずかに反射させる
ことができ、その結果、コントラストの高い発色状態としつつ、白色部分が紙に近い（白
い）発色状態とすることができる。
【００４１】
　また、偏光方向が互いに直交する方向に向けられた一対の偏光板２６、２７を光シャッ
タ１１に備える例を示したが、これに限られるものではない。例えば、偏光方向が互いに
平行な方向に向けられた一対の偏光板を備えるようにしてもよい。そのようにすれば、Ｔ
Ｎ液晶パネル２５に所定電圧を印可することで、コレステリック液晶パネル１０を通る光
を光吸収板１２に入射させることができ、また、前記所定電圧の印加を停止することで、
コレステリック液晶パネル１０を通る光を偏光板に遮断させることができる。
【００４２】
　さらに、一対の偏光板２６、２７、つまり、２枚の偏光板２６、２７を備える方式の光
シャッタ１１を用いる例を示したが、これに限られるものではない。例えば、偏光板を１
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　また、長波長の光を吸収する光吸収板１２を用いる例を示したが、これに限られるもの
ではない。例えば、その他の波長の光を吸収するようにしてもよい。
【００４３】
　さらに、光シャッタ１１と光吸収板１２とを用い、コレステリック液晶パネル１０への
反射光量を制御する例を示したが、これに限られるものではない。例えば、光シャッタ１
１と光吸収板１２とに代えて、分散媒が青色に着色され且つ帯電粒子が黒色に着色された
電気泳動表示体を用いてもよい。そのようにすれば、電気泳動表示体に電圧を印可し、帯
電粒子を前面側に移動させることで、コレステリック液晶パネル１０を通って入射した光
を吸収して遮断させ、コレステリック液晶パネル１０への反射光量を小さくさせることが
できる。また、電気泳動表示体に逆向きの電圧を印可し、帯電粒子を背面側に移動させ、
分散媒を前面側に移動させることで、コレステリック液晶パネル１０を通って入射した光
に含まれる青色の光をコレステリック液晶パネル１０に反射させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】電子ブックリーダの外観を示す概略構成図である。
【図２】図１の電子ブックリーダの内部構成を示すブロック図である。
【図３】図１のコンテンツ表示部の側面を破断して示す側面断面図である。
【図４】光シャッタ開閉処理を示すフローチャートである。
【図５】図１のコンテンツ表示部の動作を説明するための説明図である。
【図６】図１のコンテンツ表示部の動作を説明するための説明図である。
【符号の説明】
【００４５】
１は電子ブックリーダ、２はページ送りスイッチ、３は画像データ生成部、４は画像デー
タ入力用Ｉ／Ｆ、５はコレステリックＬＣＤコントローラ、６は青みＵＰスイッチ、７は
青みＤＯＷＮスイッチ、８はシステムコントローラ、９はコンテンツ表示部、１０はコレ
ステリック液晶パネル、１１は光シャッタ、１２は光吸収板、１３はコレステリック液晶
層、１４は行電極、１５は列電極、１６及び１７はガラス板、１８は行ドライバ、１９は
列ドライバ、２０はＴＮ液晶層、２１は上電極、２２は下電極、２３及び２４はガラス板
、２５はＴＮ液晶パネル、２６及び２７は偏光板、２８はＴＮ液晶パネルドライバ
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